
資料２-２２．質の高い学びで次代の担い手と文化を育むまち【教育・文化】進捗状況集計

取組数 割合 取組数 割合 取組数 割合 取組数 割合

2 4.3% 1 2.1% 2 4.3% 1 0 0.0%

45 95.7% 24 51.1% 1 45 95.7% 2 0 0.0%

0 0.0% 22 46.8% 2 0 0.0% 1 0 0.0%

0 0.0% 0 0.0% 3 0 0.0% 2 0 0.0%

0 0.0% 0 0.0% 3 0 0.0%

【教育・文化】施策評価

取組名称
まちづくり戦略

（優先・重点）

令和２年度

評価

令和3年度の

方向性

事業総合

評価
担当課

2 質の高い学びで次代の担い手と文化を育むまち【教育・文化】

1 幼児教育と学校教育

1 時代に対応した教育のあり方の検討

1
保育園、幼稚園、小・中学校の一貫教育に

向けた検討
優先 Ｂ A Ｂ 教育課

2 学校・家庭・地域との連携・協力の推進 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

2 町立幼稚園、小学校の適正規模、配置のあり方

1
町立幼稚園、小学校の適正規模、配置のあ

り方検討委員会の設置
Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

2 検討委員会による協議 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

幼・小・中への児童・生徒の必要な事項について、連携した取組の中で滑らかに引継ぎ

を行います。

また、保幼小中が、めざす子ども像を共有し、一貫した系統的な教育課程を編成し、地

域の方を講師として招いて授業を行う（ゲストティチャー）など、地域の特性をいかし

た教育課程の編成をとおして、一貫教育の推進及び家庭、地域と一体となって子どもた

ちが育つ仕組みづくりに取り組んでいきます。

松田町の学校制度等のあり方に関する検討委員会の報告を受け、保育園を含めた町での

保幼小中一貫教育の方向性を含めた推進やコミュニティスクール導入等に向けて制度的

に位置づけを検討します。

令和３年度における事業内容

令和２年度、教育委員と話し合いながら総合教育会議で協議を行い、方向性を定めるこ

とで進めていました。その協議結果を踏まえた中で、全ての学校、幼稚園での教育の充

実を図っていきます。

 また、寄地区の学校・幼稚園の適正規模、配置のあり方について、令和３年度町民ア

ンケートを実施します。

教育委員会、総合教育会議の中で協議していくことで、検討委員会としての役割を果た

しているため、「あり方検討委員会」の設置はしません。寄地区の学校・幼稚園の適正

規模、配置のあり方について、令和３年度町民アンケートを実施します。

項目

B【70％～Ａ未満】…検討課題がほぼなく 又は あるものの事業を実施中

A【100％又は100％以上】…事業が完了 又は 目標以上成果があった

C【50％～Ｂ未満】…事業の実施準備が完了 又は完了し事業に着手

D【20％～Ｃ未満】…課題等への対応中 又は 事業の実施準備がほぼ完了

Ｅ【0％～Ｄ未満】…未着手 又は 着手に向けて検討中

達成状況評価基準
評価

Ｃ

令和２年度評価 事業総合評価

Ｂ

令和２年度事業内容・実績

平成30年度協議を行った「松田町の学校制度等のあり方に関する検討委員会」

の報告を受け、令和元年度に幼小中一貫教育の更なる推進にあたって、「松田

町幼小中一貫教育推進委員会」を設置し、現状把握やコミュニティスクールの

活用などについて、制度等も含め総合的に理解を深めました。

令和２年度は、教育委員会や校⾧園⾧会などで、改めて、保幼小中が、めざす

子ども像を共有したうえで、一貫した系統的な教育課程を編成し、それに基づ

き行う教育を共有、連携して進めていました。

幼稚園から小学校へ、小学校から中学校へ、それぞれ入学前に幼児・児童につ

いて必要な事項の引継ぎを幼稚園、学校間で行いました。また、学年の発達段

階に応じて身に付けたい「話す・聴く」力が共有化され、校種を越えて授業研

究会や公開保育に参加し、互いに教育活動を理解することができました。

さらに、一貫した系統的な教育課程を編成し、地域の特性をいかした教育課程

の編成をとおして、学校・家庭・地域と連携・協力し、一体となって子どもた

ちが育つ仕組みづくりに取り組むことができました。

Ｄ

令和２年度「寄地区の学校・幼稚園の適正規模、配置のあり方」を教育委員会

の最優先課題として、これまでの経過を共有し、今後のあり方について協議し

ました。なお、教育委員会であり方を協議しているため、「適正規模配置のあ

り方検討委員会」は設置していません。

令和２年度「寄地区の学校・幼稚園の適正規模、配置のあり方」を教育委員会

の最優先課題として、これまでの経過を共有し、今後のあり方について、協議

しました。

令和３年度事業の方向性

評価

Ａ

※事業の方向性に関する

説明は、【資料１】の１ページ

目をご覧ください。
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資料２-２【教育・文化】施策評価

取組名称
まちづくり戦略

（優先・重点）

令和２年度

評価

令和3年度の

方向性

事業総合

評価
担当課令和３年度における事業内容項目 令和２年度事業内容・実績

3 地域と学校の連携・教育の推進

1 学校運営協議会設置 Ｂ Ｂ1 B 教育課

2 地域と学校の連携・教育の推進にかかる検討 Ｂ Ｂ1 B 教育課

4 教育環境の整備

1 松田小学校建設事業 優先 B B1 B 教育課

2 学校施設整備事業 B B1 B 教育課

3 教科用指導書・教材・備品購入事業 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

5 情報教育の充実

1 ICT教育指導者研修 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

2 ICT機器を活用した学校交流事業 A B1 Ａ 教育課

6 安全・安心な学校づくり

1 学校警備員配置事業 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

2 心の相談員の配置 B Ｂ1 Ｂ 教育課

3 通学路の安全対策 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

4 いじめ防止対策 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

 日頃から学校の実情把握に努め、学校や保護者からいじめの訴えがあった場合には、

学校への支援（相談体制や指導・助言の充実）並びに当該保護者への対応に万全を期し

てまいります。

 登下校の通学路の安全対策として、学校、教育委員会などで、通学路の合同点検を実

施し、必要に応じて対策を講じていきます。

 いじめ、不登校など学校生活における子どもたちの悩みや不安を受け止め相談する体

制の強化・充実を図るため、令和３年度も継続して小学校に心の相談員、中学校にス

クールカウンセラーを配置します。また、学校内での情報共有、学校と教育委員会での

情報交換、情報共有を継続して実施します。

 引き続き、幼稚園、小中学校に警察OBなどを警備員として配置し、子どもの安全確保

の充実、強化を図ります。

 小学校だけでなく、中学校も遠隔教育ができるよう整備し、小・中学校の垣根を越え

た教育を行い、段差のない（小学校から中学校へ）学習ができるよう継続した取組を進

めます。

 コロナ禍による臨時休業中の子どもたちの学びの保障をするために「オンライン学

習」を実践した経験を生かして、双方向でやりとりができる学習を実践する予定で進め

ていきます。ICT教育の必要性が増している中で、オンライン学習を授業や家庭学習で、

より実践できるように更なる研鑽を行い、子どもの学びの質を高められるよう進めてま

いります。

令和２年度に採択し、令和３年度から使用する中学校教科用図書について、速やかに

「教師用教科書」「教師用指導書」及び教科書に準拠した「教材備品」の購入を行いま

す。

 授業の中で、ＩＣＴ機器を活用した授業を行いました。また、令和２年度も

機器活用のスキルアップをめざし、授業実践に役立つ実践力を高めることを目

的とした「ICT活用指導力向上研修会」ほか、研修を６回開催しました。さら

に、令和元年度から引き続き、小規模校の学びを充実を図るため、学校間をつ

なぐ、遠隔合同授業を実践しました。

松田小学校は、改築事業を実施するため、最低限の修繕を実施します。その他の学校等

については、各学校担当者の意見を聞きながら優先順位を定めて修繕を行ってまいりま

す。

安全な工事の進行及び、校舎完成後の引っ越し作業等があります。また、解体や外構工

事、耐震性貯水槽等の設置工事の契約もあるので、確実に事業を進めていきます。

 既にコミュニティスクール（学校運営協議会制度）の設置をしている市町の進め方を

確認し、導入等に向けて教育委員会定例会の中で協議をします。

コミュニティスクール（学校運営協議会制度）導入等に向けて、既に実施している市町

の進め方を確認し、位置付けを教育委員会定例会の中で協議をします。

 多様な人々とのつながりを実現するため、双方（寄小学校児童と松田中学校

生徒との発信・受信）で同じ授業に参加できる取組（ウェブカメラを用いて離

れた教室でやりとり可能な遠隔授業）を実施しました。

 令和２年度は、８月に実施設計が完成し、松田小学校校舎建設事業の工事契

約を10月５日に、工事監理契約を10月13日に締結し、工事を円滑に進めるこ

とができた。なお、令和４年１月に校舎工事の完成を予定している。

令和２年度は、松田中学校の教育相談室屋上防水補修工事、防球ネット補修工

事、消防用設備改修工事、体育館天井補修工事等を実施し、修繕についても雨

漏り修繕等、メンテナンス事業を実施しました。

 幼稚園、小学校、中学校に警察OBなどを警備員として配置しており、学校の

安全・安心を維持しました。

 いじめ、不登校など学校生活における子どもたちの悩みや不安を受け止め相

談する体制の強化・充実を図るため、小学校に心の相談員、中学校にスクール

カウンセラーを配置しています。また、学校内での情報共有、学校と教育委員

会での情報交換、情報共有を継続して実施しました。

 登下校の通学路の安全対策として、学校、教育委員会などで、令和３年２月

に通学路の合同点検を実施し、必要に応じて対策を講じました。

【教育委員会】…学校の取組への支援と取組状況の点検、相談に対する指導・

助言

 令和元年度、町いじめ防止に係る方針の改定を行いました。

【学校】…①学校における取組の充実…実効性のある指導体制の確立…教職員

の役割分担や責任の明確化を図るとともに、情報交換・共有により共通認識を

図り、一致団結した体制の確立をしました。

②適切な教育指導…全ての児童生徒への指導、いじめる児童生徒への指導・措

置、いじめを許さない学級経営等、いじめの早期発見・早期対応（児童・生徒

へのアンケートなど）をしました。

 教科指導方法や教科内容の高度化に対応するなど、学習指導の充実や、幼稚

園・学校運営に必要な備品の購入を計画的に進めました。

 教育委員会定例会で学校運営協議会について、制度の説明を行い、教育委員

に制度の理解を得ることができました。また、教育委員会から学校への説明に

ついても制度のみ再確認を行いました。

教育委員会定例会で寄地区の幼稚園、学校のあり方とともに、地域と学校の連

携・協力について協議しながら、学校運営協議会の制度説明を行いました。学

校運営協議会の設置までは、学校評議員の方々がその役割の一部を行い、学校

と地域の連携を図りました。
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資料２-２【教育・文化】施策評価

取組名称
まちづくり戦略

（優先・重点）

令和２年度

評価

令和3年度の

方向性

事業総合

評価
担当課令和３年度における事業内容項目 令和２年度事業内容・実績

7 特別支援教育の充実

1 学習支援・介助員配置事業 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

8 食育の推進

1 地産地消 Ｂ B1 Ｂ 教育課

2 給食費保護者負担軽減措置補助金 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

9 英語教育の充実

1 英語検定合格者数の増加（目標人数） Ａ Ｂ1 Ｂ 教育課

2 ALTの配置による英語教育の充実 Ｂ B1 Ｂ 教育課

10 多様なニーズに対する教育の推進

1 民俗芸能伝承教室の開催 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

2 学校における環境教育の推進 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

 ALT（外国語指導助手）１名とインターン生１名（コロナ禍の影響により来日未定）

により、小・中学校、幼稚園、適応指導教室（教育支援センター）及び寺子屋教室での

英語指導を行います。

 児童生徒の英語によるコミュニケーション能力を養うために、継続してALTを配置し、

発達段階に応じた英語指導の強化を図ります。

 公益財団法人日本英語検定協会が実施する検定料の補助（１人につき年１回）を継続

します。

 新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、町立小・中学校に就学している児童生徒

の保護者の経済的な負担軽減を図るため、上半期の給食費保護者負担分を全額補助しま

す。

 また、各幼稚園及び小・中学校への給食費助成により、下半期分の給食費保護者負担

分を軽減します。

 給食費保護者負担軽減措置を始め、教育委員会で取組を行っている子育て支援施策を

町広報などで周知を行い、町（町施策）のPRと人口増加に繋げます。

国が進める給食費の公会計の検討を進めます。

 学校給食会を開催し、学校給食や食育のあり方、地域と連携した地産地消を進めま

す。

 また、町農業委員会から情報収集しながら、他の地場産品の提供が可能かどうか検討

し進めていきたい。

 障がいのある児童生徒の介助や、通常学級でも学習支援を要する児童生徒、日本語を

話せない帰国子女など、すべての子どもたちに学習機会が均等に与えられるよう学習支

援員等を引き続き配置していきます。

 また、県事業（県費）であります補習指導員を各学校へ配置し、児童・生徒の学習補

助を充実させます。

 持続可能な社会づくりに貢献する人材を育成するため、引き続き環境教育を計画的に

推進します。松田町教育大綱での持続可能な開発目標（SDGｓ）では、すべての町民に

質の高い学びや体験の機会を確保し、生涯学習を促進するとなっています。学校におけ

る環境教育を推進するにあたっては「総合的な学習の時間」をはじめ、各教科等、学校

の教育活動全体を通じてさまざまな角度から環境教育の理解を深め、実践力を高めま

す。

 小・中学校における「総合的な学習の時間」を活用し、地域の歴史・文化についての

理解を深めるとともに、コロナウイルス感染症拡大予防対策を十分に実施した中で松田

町大名行列等の伝承教室等を開催します。

 学校給食や食育のあり方、地域と連携した地産地消を進めるため、学校給食

研究会を開催し、子どもたちに継続した地場産品を使った給食の提供するな

ど、健やかな心と体の育成に取り組みました。また、県事業により、地場産品

である牛肉を使用した学校給食を提供し、県から普及啓発物品（クリアファイ

ル）を配付し、食育指導と地産地消の理解を深めました。

 障がいのある児童生徒の介助や、通常学級でも学習支援を要する児童生徒、

日本語を話せない帰国子女など、すべての子どもたちに学習機会が均等に与え

られるよう学習支援員等を配置し対応しました。

 各幼稚園、小・中学校への給食費助成により、保護者負担を軽減することが

できました。

 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の一貫として、小中学校が臨時休業

となり、学校給食も中止となりました。年度当初に各学校へ概算払を行い、給

食会計を運営しているため、年度末に補助金の精算を行うことができた。

 児童生徒の英語によるコミュニケーション能力を養うために、ALT（外国語

指導助手）を配置し、発達段階に応じた英語指導の強化を図りました。

 英語教育を推進していくため、英語検定合格者数の増加を目指し、その一助

となるよう検定料補助を行いました。

【令和２年度実績】合計27人 ２級（３人）、準２級（１人）、３級（12

人）、４級（８人）、５級（３人）

 中学卒業時、英語検定３級合格者の割合は11.8％でした。

 ALT（外国語指導助手）１名とインターン生１名により、小・中学校、幼稚

園、適応指導教室（教育支援センター）及び寺子屋教室での英語指導を行いま

した。

 しかしながら、コロナ禍の影響により９月からインターン生が来日できない

状況が続き、ALT（外国語指導助手）１名で学校での指導を行いました。

 例年、小・中学校における「総合的な学習の時間」で、松田町大名行列等の

伝承教室等を開催することにより、地域の歴史や文化についての理解を深めら

れるよう取り組んでいます。今年度は、コロナウイルス感染症拡大予防対策を

十分に実施した中で、授業（地域の歴史・文化を知る・学ぶ・理解を深める）

を行いました。

 持続可能な社会づくりに貢献する人材を育成するため、環境教育を計画的に

推進しました。松田町教育大綱での持続可能な開発目標（SDGｓ）では、すべ

ての町民に質の高い学びや体験の機会を確保し、生涯学習を推進しています。

環境教育ついては、「総合的な学習の時間」をとおして、町の自然環境、環境

保全についての理解を深め、実践力を高めています。

 このため、令和元年度と同様に、寄小学校５年生がやどりき水源林で森林環

境学習を行うことや小学校４年生が足柄東部清掃組合、酒匂川流域下水道処理

場で環境学習を行うことを計画しましたが、コロナ禍により授業時数を確保す

るため、実践授業の代わりに通常授業として行いました。
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資料２-２【教育・文化】施策評価

取組名称
まちづくり戦略

（優先・重点）

令和２年度

評価

令和3年度の

方向性

事業総合

評価
担当課令和３年度における事業内容項目 令和２年度事業内容・実績

11 給食施設の整備

1 給食施設の集約化等の検討 Ｂ Ａ Ｂ 教育課

12 幼児教育の推進

1 幼保一体保育の推進 Ｂ Ｂ1 Ｂ 教育課

2 預かり保育の実施 B B1 B 教育課

2 青少年健全育成

1 青少年団体の育成

1 青少年団体活動の支援 B Ｂ1 C 教育課

2 青少年指導者講習会の開催 B Ｂ1 C 教育課

2 青少年育成活動の場の充実

1 ジュニアキャンプ教室の開催 B Ｂ1 C 教育課

2 ジュニアリーダースクールの開催 Ｂ Ｂ1 C 教育課

3 家庭・学校・地域の連携の推進

1 連携の仕組みづくり Ｂ Ｂ1 C 教育課

単体のイベントではなく年間を通して団体活動を実施する中の一事業として開催を企画し

ていきます。また、事業実施をすることで、異年齢の交流や集団生活を行うことによ

り、自立心と仲間との協調性を養うよう指導を行っていきます。

単体のイベントではなく年間を通して団体活動を実施する中の一事業として開催を企画し

ていきます。

青少年指導員に対し町民大学の一事業として人権関係の講演会を開催します。

青少年指導員、スポーツ団体指導者等と合同で指導者講習会を開催します。

団体活動に対する支援を継続するとともに、新規団体設立への支援策を検討します。

 令和４年度以降の幼稚園保育（教育）に向けて、教員の体制、経費、施設整備の検

討、及び幼稚園との調整を図ります。

 令和４年度以降の幼稚園保育（教育）に向けて、教員の体制、経費、施設整備の検

討、及び幼稚園との調整を図ります。

 施設の規模、配置、年間経費、配送等について、松田小学校校舎建設プロジェクト会

議や松田小学校建設委員会で引き続き協議していきます。

有効的な事業内容であるか改めて検証・検討し、参加者の増加を図ります。事業実施に

あたっては、これまでの取組のとおり、地域のボランティアを活用し、連携を図ってい

ます。

 施設の規模、配置、年間経費、配送等について、松田小学校校舎建設プロ

ジェクト会議や松田小学校建設委員会で協議しました。

 また、教育委員会定例会の中で、教育委員会として学校給食施設のあり方に

ついて協議した。

 幼稚園と保育園の一体保育推進に向けた認定こども園の方向性について、子

育て健康課と教育課で検討しようとしましたが、話しが進展しなかったので、

教育課で待機児童（９人）について、預かり保育の必要性の確認を行いまし

た。

 その結果、他保育園に預けることができたため、現在は待機児童はいなくな

りました。当面、認定こども園に移行せず、現状どおり町立幼稚園の保育（教

育）となりました。

 幼稚園の保育（教育）時間（概ね8時50分～13時50分）の保育（教育）時間

外（保育開始後・始）で各幼稚園で預かり保育を行いました。

朝：午前8時～午前9時

午後：午後1時45分～午後5時45分

例年、小学校高学年生を対象に一泊二日の宿泊（キャンプ）を行っています

が、今年度はコロナ禍により、町民文化センターで宿泊学習を実施しました。

この事業では、避難所体験、SDGｓ勉強会、読書会、施設探検、ボルタリン

グ、及び食事づくりなど、様々な体験を行うことができました。また、異年齢

の交流や集団生活を行うことにより、自立心と仲間との協調性を養うよう指導

をしました。

小学校高学年生を対象に宿泊体験（防災キャンプ）を開催しました。この事業

では、避難所体験、SDGｓ勉強会、読書会、施設探検、ボルタリング、及び食

事づくりなど、様々な体験を行うことができました。また、異年齢の交流や集

団生活を行うことにより、自立心と仲間との協調性を養うよう指導をしまし

た。

団体活動に対し町有施設の優先的使用、活動助成等の支援を行いました。

青少年指導員に対し、町民大学の一事業として人権関係の講演会を開催しまし

た（１２月5日開催）。

「放課後の子どもの居場所づくり」として小学校の余裕教室を利用した「放課

後子ども教室」を開催する（12月以降）とともに、土曜日の子どもの居場所づ

くりとして「寺子屋事業」を実施しました。

なお、事業実施にあたり、地域のボランティアを活用し、連携を図っていま

す。
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資料２-２【教育・文化】施策評価

取組名称
まちづくり戦略

（優先・重点）

令和２年度

評価

令和3年度の

方向性

事業総合

評価
担当課令和３年度における事業内容項目 令和２年度事業内容・実績

3 生涯学習

1 生涯学習環境の整備

1
松田の自然・歴史や文化を活かした事業の

推進
優先 Ｂ Ｂ1 C 教育課

2 社会教育活動を通じた生涯学習の推進

1
ボランティア等指導者の発掘、サークル団体

等育成・支援
重点 Ｂ Ｂ1 C 教育課

2 社会教育団体の育成支援 重点 Ｂ Ｂ1 C 教育課

3 生涯学習情報の提供

1 生涯学習情報の提供の充実 Ｂ Ｂ1 C 教育課

4 公民館、地域集会施設を活用した事業の展開

1 生涯学習講座・教室等の充実 重点 Ｂ Ｂ1 C 教育課

2 出前講座・サークル活動の充実 Ｂ Ｂ1 C 教育課

4 地域文化の創造

1 文化芸術活動の推進

1 文化活動団体の育成 重点 Ｂ Ｂ1 C 教育課

2 活動団体の支援と育成

1 活動団体への支援 重点 Ｂ Ｂ1 C 教育課

3 文化財の保存・活用

1 文化財維持管理の補助、啓発 重点 Ｂ Ｂ1 C 教育課

2
講座等による地域の文化・歴史学習等の実

施
重点 Ｂ Ｂ1 C 教育課

引き続き活動支援を実施するとともに団体活動の周知に係る普及啓発及び団体の活性化

を図ります。

引き続き各種団体の活性化に繋がる支援や普及啓発に繋がる周知を実施します。

制度化後の周知や運用を進めるとともに各種事業の開催により、町民一人ひとりがあら

ゆる場所で自由に学習の機会を設けます。

 町民大学や公民館講座に加え自治会などが主催する事業への講師手配（「人材バン

ク」）等、各種事業の開催により、町民一人ひとりがあらゆる場面で学習の機会を得ら

れるよう計画します。（生涯学習講座「町民大学」３回開催、公民館講座、図書館講座

ほか）

 生涯学習サポートセンターを活用し、各団体の活動状況について周知するとともに広

く普及啓発を図ります。

 「松田町人財バンク」を確立し、周知及び運用を図ります。

引き続き生涯学習サポートセンターを中心とした普及啓発を図り、活動団体の発掘、発

足及び活性化を図っていきます。

引き続き普及啓発を図るとともに活動団体の発掘、発足を図ります。

令和２年度に中止となった内容について、改めて開催に向け調整するとともに、有効的

な事業内容であるか検証・検討し、受講者の増加を図ります。

引き続き町民大学や文化財ウォークを開催し、文化財維持に係る普及啓発を行います。

歴史的価値の高い文化財等について、文化財維持管理の補助、啓発を行います。

文化財を保全・活用していくとともに、地域文化の伝承と併せて、担い手の育成を進め

ます。また、 大名行列保存会、寄まつり囃子保存会への補助を行っていきます。

各種団体の活動に必要となる施設利用に伴い使用料の減免等の支援を実施する

とともに、活動内容の周知等により団体活動の活性化及び普及啓発を進めまし

た。

各種団体の活動に必要となる施設利用に伴い使用料の減免等の支援を実施する

とともに、活動内容の周知等により団体活動の活性化及び普及啓発を進めまし

た。

生涯学習事業として町民大学を開催しました（コロナ禍３事業が中止）。

この事業は、身近な地域資源を活かした事業を展開し、多様な学ぶ機会を提供

するものです。

生涯学習サポートセンターを中心とした指導者の発掘、団体の育成に係り施設

利用の面において支援を行いました（公民館登録団体 36団体）。

町民のニーズに沿った情報提供や団体の紹介を行うとともに、文化センター内

に資料掲示等を行い、普及啓発を図るなど、生涯学習情報や、団体の紹介など

情報提供の充実を図りました。

町民のニーズに沿った情報提供を行うとともに、文化センター内に資料掲示等

を行い、普及啓発を図るなど、生涯学習情報の提供の充実を図りました。

 町民一人ひとりがあらゆる場所で自由に学習の機会が得られるよう、公民館

講座を行いました。また、就園前の子どもを対象に、絵本の読み聞かせや、集

団遊びなどの「にこにこ教室」を行うなど、講座・教室の充実を図りました。

・公民館講座…リース作り、親子料理教室など

・にこにこ教室…年５回開催

制度設立の準備を政策推進課と進めています。メニューについては、現在調整

をしている段階ですが、自治会や団体が企画する講演会への講師手配やいくつ

かのメニュー（町の制度等の講座）を設定し、ご希望される団体（一定数以上

いる集まりを想定）に職員等を派遣し、講座を実施する制度を構築していま

す。

歴史的価値の高い文化財等について、文化財維持管理の補助、啓発を行いまし

た。文化財を保全・活用していくとともに、地域文化の伝承と併せて、担い手

の育成を進めました。

関心がある年代層の拡充、普及啓発を図るため文化財ウォークを開催するとと

もに、矢倉沢往還に関する看板を設置しました。
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資料２-２【教育・文化】施策評価

取組名称
まちづくり戦略

（優先・重点）

令和２年度

評価

令和3年度の

方向性

事業総合

評価
担当課令和３年度における事業内容項目 令和２年度事業内容・実績

4 伝統芸能等の保存・伝承の支援

1
地域に伝わる無形の伝統芸能の保存・伝承

の支援
重点 Ｂ Ｂ1 C 教育課

5 町民文化センターの施設整備

1 施設整備事業 B B1 C 教育課

5 スポーツ・レクリエーション

1 スポーツ・レクリエーション活動の普及

1 各種スポーツ大会・教室の開催 Ｂ Ｂ1 C 教育課

2 指導者、諸団体の育成

1 指導者・リーダー養成研修の開催 Ｂ Ｂ1 C 教育課

2 各種スポーツ団体の育成 Ｂ Ｂ1 C 教育課

3 スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実

1 学校体育施設の開放 Ｂ Ｂ1 C 教育課

2 施設整備事業 Ｂ Ｂ1 C 教育課
既存施設の適正管理、使用方法検討により⾧寿命化を図るとともに、改修計画について

町有施設全体の個別施設計画の策定とともに進めます。

小中学校の体育館（屋内運動場）、グラウンドの夜間（一部休日昼間含む）開放により

地域、団体の活動の拡充を図ります。

町・町スポーツ協会・スポーツ推進委員等と連携し、各種スポーツ大会やスポーツ教室

を開催するとともに、スポーツ登録団体による活動の支援を行います。また、町スポー

ツ協会への補助を行うとともに、クライミング施設の活用促進を図ることから組織化に

向けて取り組みます。

町・町スポーツ協会・スポーツ推進委員等と連携し、各種スポーツ大会やスポーツ教室

を開催するとともに、スポーツ登録団体による活動の支援を行います。また、町スポー

ツ協会への補助を行うとともに、クライミング施設の活用促進を図ることから組織化に

向けを取り組みます。

町・町スポーツ協会・スポーツ推進委員等と連携し、各種スポーツ大会やスポーツ教室

を開催するとともに、スポーツ登録団体による活動の支援を行います。

また、町スポーツ協会への補助を行います。

未来トップランナー育成補助金（10名予定）、スーパーキッズ一補助金（7団体予定）

経年劣化による修繕について、利用者が利用する箇所を優先的に実施する等、利用者目

線で優先順位をつけて、修繕を実施します。

地域に伝わる無形の伝統芸能の保存・伝承の支援を行います。町無形文化財に指定して

いる「松田大名行列赤坂奴」、「寄祭囃子」の伝承、維持保存に必要な支援を実施する

とともに披露の場を検討します。

町・町スポーツ協会・スポーツ推進委員等と連携し、各種スポーツ大会やス

ポーツ教室を開催するとともに、スポーツ登録団体による活動の支援を行いま

した。また、町スポーツ協会への補助を行いました。

小中学校の体育館（屋内運動場）、グラウンドの夜間（一部休日昼間含む）開

放により地域及び団体の活動が活発となっています。

町体育舘は、老朽化し耐震補強等の大規模な改修が必要な状態でありますが、

現状では不具合の都度、必要な修繕を実施しています。改修計画についての検

討については町有施設全体の個別施設計画の策定とともに進めます。なお令和

２年度については、局地的豪雨の際の雨漏り（明確な原因は不明）が発生した

ほか漏水による水道管の修繕を実施しました。

町・町スポーツ協会・スポーツ推進委員等と連携し、各種スポーツ大会やス

ポーツ教室を開催するとともに、スポーツ登録団体による活動の支援を行いま

した。また、町スポーツ協会への補助を行いました。

地域に伝わる無形の伝統芸能の保存・伝承に係る周知活動への支援を行いまし

た。

町無形文化財に指定している「松田大名行列赤坂奴」及び「寄祭囃子」は「ま

つだ観光まつり」が中止となったため、披露ができませんでした。また、併せ

て「大名行列」に係る地域民俗芸能の伝承に係る教室を開催できませんでし

た。

寄祭囃子保存会は定期的に練習を行っており、寄神社例祭での演奏を行ってい

ます。

令和２年度は前年度からの繰越事業である松田町民文化センターESCO事業を

実施し、電気設備・空調機器の整備を行い、CO2排出量の削減につなげまし

た。

また、利用者の利便を図るため、入口に手すりを設置しました。

各種講習会の開催、町スポーツ協会主催事業への協力、補助に加え活動団体、

個人への補助を行いました。

未来トップランナー育成補助金（６名）、スーパーキッズ一補助金（7団

体）。
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